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このソフトウェアでは、Node-Graphを用いて
プログラミングをすることが可能である。
また、拡張性を持たせることで、
幅広いアプリケーションが作れるように工夫
している。

4.今後の展望
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• プラグインの追加
• アプリケーションの埋め込み
• スマホ版の実装
• バグ修正
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UIアーキテクチャはMVVMを用いた。
また、Nodeをソースコードに変換する過程では、Roslynラ
イブラリを使用。
このライブラリはソースコードとASTの相互変換が可能で
ある。
アプリケーション側でNodeをASTに変換。
それをRoslynでソースコードに変換することで、変換時の
文法ミスを軽減できる。
このような構成により拡張性と安定性の
向上が実現している。

3.実装の工夫

2.システム構成

このように、テンプレート化できるところ
が存在する。
そこで、Roslynを使用することで簡略化を
可能にし、実装時のコスト削減に成功した。
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